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開発事業に関わる雨水貯留指針 

 

（目的） 

第１条 この指針は、大和高田市における開発事業において、雨水の流出を抑制する対策

を講じて、宅地化による雨水が地面に浸透する面積の減少や昨今の集中豪雨等の異常降

雨時による下流河川等に対する洪水負担を軽減することにより、浸水被害の未然防止を

図り、もって市民の生命、身体及び財産を保護することを目的として、雨水流出抑制施

設の設置に関し必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この指針において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

（１） 開発事業 大和高田市開発指導要綱（平成１４年告示２０号。以下「要綱」とい

う。）第３条第１項各号に掲げる行為をいう。 

（２） 開発区域 要綱第２条第１項第６号に掲げるものをいう。 

（３） 雨水流出抑制施設 要綱第２条第１項第１０号に掲げるものをいう。 

（適用の範囲） 

第３条 この指針は、開発区域が０.１ha以上の開発事業について適用する。 

（雨水流出抑制施設） 

第４条 開発事業者は、前条に適用する開発事業を行おうとする場合は、本指針に基づき

市長と協議の上、雨水流出抑制施設を設置するものとする。 

（必要貯留量） 

第５条 雨水の流量を調節する為に必要な雨水貯留施設の容量は次によるものとする。 

（１） 開発区域が１.０ha以上の場合は次によるものとする。 

ア 市街化区域 ５３０㎥／ha 

イ 市街化調整区域 ５８５㎥／ha 

（２） 開発区域が０.３ha以上１.０ha未満の場合は、３００㎥／haとする。 

（３） 開発区域が０.１ha以上０.３ha未満の場合は、次によるものとする。 

  ア 市街化区域で用途が一戸建て住宅の場合 ７０㎥／ha 

  イ ア以外の場合 １００㎥／ha 

  ウ 市街化調整区域の場合 １００㎥／ha 

２ 開発区域に大和川流域における総合治水の推進に関する条例（平成２９年奈良県条例

１３号。以下「奈良県総合治水条例」という。）の適用を受ける区域が含まれる場合は、

奈良県総合治水条例の適用を受ける区域については奈良県総合治水条例によるものと

し、適用を受けない区域については本指針を適用するものとする。この場合において、

奈良県総合治水条例に基づく基準の適用を受けない区域については、当該区域のみを本

指針における雨水貯留施設の容量算定の基礎とする。 
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（技術的事項） 

第６条 雨水流出抑制に関する技術的事項は次によるものとする。 

（１） 開発区域が１.０ha以上の場合は、大和川流域調整池技術基準を適用する。 

（２） 開発区域が０.３ha 以上１.０ha 未満の場合は、大和川流域防災調整池等技術基準

（小規模開発雨水流出抑制対策）を適用する。 

（３） 開発区域が０.１ha以上０.３ha未満の場合は、雨水流出抑制施設の種類について

は、可変側溝等（有効断面４００㎜×４００㎜を標準とする。）の貯留施設を基本

とし、原則として、別紙１～６の基準によって適応するものとし、雨水を側溝内に一

時貯留し最終放流桝に別紙計算式によるオリフィスを設置し自然流下とする。この場

合において、雨水の排水施設の構造は、有蓋の道路側溝とし、流末部を有蓋構造はグ

レーチングとすること。 

２ 雨水流出抑制施設は、雨水貯留施設を基本とし、規定量に満たない場合に限り浸透施

設の設置について市長と協議できるものとする。 

（維持管理） 

第７条 開発事業者は、本市に帰属することとなる雨水流出抑制施設を除き、その機能を

保全するため、適切な維持管理を行うものとする。 

附 則 

（施行期日） 

この指針は平成３０年１０月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙１） 
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排水施設図 



（別紙２） 

 4  

 
１． 貯留量Ｖ（側溝内貯留） 

Ｖ＝Ｌ×Ｗ×Ｈ＝180.0ｍ×0.4ｍ×0.32ｍ＝23.0ｍ
3
 

       Ｌ：側溝延長  Ｗ＝側溝有効幅  Ｈ：側溝有効深 

 

２． ｈａ当たり貯留量 Ｑ 

Ｑ＝Ｖ／Ａ＝23.0ｍ
3
／0.2ｈａ＝115.0ｍ

3
／ｈａ 

 

 



（別紙３） 
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（別紙４） 
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１． 貯留量 Ｖ（側溝内貯留） 

Ｖ１＝Ｌ・Ｗ・Ｈ＝112.0ｍ×0.4ｍ×0.32ｍ＝14.33ｍ
3
 

Ｖ２＝ｌ・ｗ・ｈ＝168.0ｍ×0.18ｍ×0.18ｍ＝5.44ｍ
3
 

Ｖ＝Ｖ１＋Ｖ２＝19.77ｍ
3
 

Ｖ１：自由勾配側溝貯留量   Ｖ２：側溝貯留量（U 型－180） 

    

   ２．ｈａ当たり貯留量 Ｑ 

     Ｑ＝Ｖ／Ａ＝19.77ｍ
3
／0.2ｈａ＝98.85ｍ

3
／ｈａ 

 



（別紙５） 
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（別紙６） 
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（別紙７） 

 

9 

 

貯留施設での貯留量が規定量に満たない場合に限り浸透方式での協議ができるものとする。 
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1 Ａ1 ＝ ha ※開発区域に限らず、雨水が流入してくる区域全体の面積。

2 Ａ1 ＝ ㎡

3 Ｖ1 ＝ ha × ＝ ㎥

4 Ｖ2 ＝ ㎡ × ｍ

= ㎡ × ｍ ＝ ㎥ ＞ = OK

※貯留水深は貯留地盤高に勾配がある場合、貯留地盤高の平均からＨＷＬ（水位）までの高さで計算する。

　また、ＨＷＬ（水位）は８割水深を標準とする。

5 Ｑ0 ＝ ha × ｑ0 × 1/100 ｑ0＝ 3.3 ㎥/ｓ/k㎡
（S57.8の降雨を基にした、haあたりの放流比流量）

＝ ha × 3.3 × 1/100 ＝ ㎥/ｓ

5-1 ※原則、直接放流区域が生じないように努めること。 ｆ：流出係数＝0.9
　また、やむを得ず生じる場合はその面積を最小限にとどめること。 ｒ：降雨強度＝22.1（mm/hr）
Ｑ1 ＝ × ｆ × ｒ × ha Ａ直：直接放流区域面積（ha）

＝ × 0.9 × 22.1 × ha = ㎥/ｓ

5-2 Ｑ0’ ＝ － = ㎥/ｓ

6 Ｈ ＝ ｍ

7 Q ＝ となるオリフィス断面B×Dを求める

▽ＧＬ

▽ＨＷＬ

Ｈ
↓

D オリフィス

Ｂ

とした場合
0.6*0.05*0.05   2*9.8(Ｈ-0.05/2) =
D=6cm とした場合
0.6*0.05*0.06   2*9.8(Ｈ-0.06/2) =
D=6cm とした場合
0.6*0.06*0.07   2*9.8(Ｈ-0.06/2) =

※オリフィス口の形状が5*5未満の場合は協議によるものとする。

㎥/ha

小規模開発に伴う雨水貯留計算書

集水面積

貯留面積

必要貯留量 Ａ1

設置貯留量 Ａ2 貯留水深

放流量

V1

最大放流量 Ａ1

←貯留地盤高

←泥だめ（150cm以上）

オリフィス敷高→

断面計算の
考え方

B=5cm D=5cm
Q=

B=5cm
Q≦Q0’ならばOK
Q≧Q0’ならばNG

Q=
B=6cm

Q=

Ａ直

1/360

直接放流量

1/360

オリフィス

　　余水吐け余水吐け

水　　　深

0.6×B×D　　2ｇ（H-D/2)オリフィス断面

Ｑ0 Ｑ1

▽ＧＬ

≦Q0’
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1 Ａ1 ＝ ha ※開発区域に限らず、雨水が流入してくる区域全体の面積。

2 Ａ2 ＝ ㎡

3 Ｖ1 ＝ ha × ＝ ㎥

4 貯留施設は幅0.4m、深さ0.4ｍ、延長158ｍの自由勾配側溝とする。
また、これは計算例であり実際の計算では勾配を考慮して計算をおこなうこと。

Ｖ2 = ㎡ × ｍ ＝ ㎥ ＞ = OK

5 Ｑ0 ＝ ha × ｑ0 × 1/100 ｑ0＝ 3.3 ㎥/ｓ/k㎡
（S57.8の降雨を基にした、haあたりの放流比流量）

＝ ha × 3.3 × 1/100 ＝ ㎥/ｓ

5-1 ※原則、直接放流区域が生じないように努めること。 ｆ：流出係数＝0.9
　また、やむを得ず生じる場合はその面積を最小限にとどめること。 ｒ：降雨強度＝22.1（mm/hr）
Ｑ1 ＝ × ｆ × ｒ × ha Ａ直：直接放流区域面積（ha）

＝ × 0.9 × 22.1 × ha = ㎥/ｓ

5-2 Ｑ0’ ＝ － = ㎥/ｓ

6 Ｈ ＝ ｍ

7 Q ＝ となるオリフィス断面B×Dを求める

▽ＧＬ

▽ＨＷＬ

Ｈ＝0.4
↓

D オリフィス

Ｂ

とした場合
0.6*0.05*0.05   2*9.8(0.4-0.05/2) = ≦ OK
D=6cm とした場合
0.6*0.05*0.06   2*9.8(0.4-0.06/2) = ≦ OK
D=6cm とした場合
0.6*0.06*0.06   2*9.8(0.4-0.06/2) = ≧ NG

※オリフィス口の形状が5*5未満の場合は、協議によるものとする。

小規模開発に伴う雨水貯留計算書（計算例）

集水面積 0.200

貯留面積 63.20

必要貯留量 0.200 100 ㎥/ha 20.00

設置貯留量

63.20 0.32 20.22 20.00

最大放流量 Ａ1

0.0066

←泥だめ（150cm以上）

0.001 0.00006

0.0066

Ａ直

0.00654

オリフィス敷高→

水　　　深 0.4

0.2

オリフィス断面 0.6×B×D　　2ｇ（H-D/2)

直接放流量

1/360

1/360

放流量 0.00006

断面計算の
考え方

B=5cm D=5cm
Q= 0.00407

←貯留地盤高

オリフィス

≦Q0’

Q= 0.00786 Q0'=0.00654

Q0'=0.00654
B=5cm

Q= 0.00582 Q0'=0.00654
B=6cm （OKが出る最大口径を適用）

　　余水吐け

▽ＧＬ

余水吐け

８割水深として考える
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